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    ２０２２年１０月２８日 

南海電気鉄道株式会社 

 

鉄道線旅客運賃の変更認可申請を行いました 

 

南海電気鉄道株式会社では、２０２３年１０月（予定）の実施に向けて、本日国土交通大臣宛てに鉄道線旅

客運賃変更認可申請を行いました。 

当社は１８８５年の創業以来、沿線の流動や経済を支え、地域と共に成長しながら密接な関係を構築してま

いりました。今後も地域共生・共創の考えの下、地域・沿線の人々とのつながりを大切に保ちながら「まちづくり」

に取り組み、鉄道事業を通じて地域のサステナブルな成長に貢献してまいります。 

そのため、２０１８年度に策定した「南海グループ経営ビジョン２０２７」に掲げる「良質で親しまれる交通サー

ビスの提供」と今年度スタートした「共創１４０計画」に掲げる「公共交通事業のサステナブルな経営」の実現に

向け、「鉄道事業のサステナビリティを高める安全・安定的な輸送基盤の強化」や、バリアフリー対策等の「社

会的要請に応えるサービスの高度化」への取組みとして、連続立体交差事業や車両新造の推進、駅施設の美

装化等の設備投資を進めており、今後ともこれらの投資を継続し、社会に必要とされる価値を提供してまいりま

す。 

一方、当社の事業環境は、沿線の少子高齢化等によるお客さまの減少に加え、コロナ禍による新しい行動

様式の定着等から生じる収入の減少の下、不断の経営努力をもってしても必要な設備投資を継続することは

困難になることが想定されます。 

このような状況下にあっても必要な設備投資を計画的に実施し、鉄道事業のサステナビリティを高めるととも

に、公共交通機関としての社会的責任を果たしていくため、このたび１９９５年の運賃改定以来２８年ぶり（消費

税率変更によるものを除く）となる運賃改定に向けて申請をいたしました。 

主な申請内容は以下のとおりです。 

  

【主な申請内容】 

１．初乗り運賃、改定率および定期割引率 

    初乗り 

運賃 

改定率（増収率） 割引率 

普通運賃 通勤定期 通学定期 合計 通勤定期 通学定期 

現行 １６０円 ― ― ― ― ３８.８％ ７９.１％ 

申請 １８０円 
９.０％ 

(７.８％) 

１２.３％ 

(１２.０％) 

４.５％ 

(４.１％) 

１０.０％ 

(９.３％) 
３７.０％ ８０.２％ 

・初乗り運賃(１km～３km)は２０円、４km～１５km までは３０円、１６km 以降は４０円の改定 
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２．特定運賃の新規設定 

    難波駅～中百舌鳥駅間の普通運賃に特定運賃を設定いたします。 

      

 

 

※申請運賃の認可後、特定運賃の届出を行う予定としております。 

 

３．その他 

  以下の運賃・料金は変更いたしません。 

・空港線加算運賃 

・りんくうタウン駅～関西空港駅間の特定運賃 

・鋼索線運賃 

・特別急行料金、座席指定料金、特別車両料金 

・定期特別急行料金、定期座席指定料金 

 

４．お客さまのお問合せ先 

    鉄道営業本部 運輸車両部 

ＴＥＬ：０６－６６４４－７２６４（土曜・日曜・祝日除く ９：００～１７：００） 

 

以 上 

 

 

詳細につきましては別紙をご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現行運賃 （改定運賃） 特定運賃 

３４０円 （３７０円） ３５０円 
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別 紙 

 

１．鉄道事業の概要 

当社は、ターミナル駅である難波から泉州・和歌山を結ぶ南海本線と世界遺産・高野山を結ぶ高野線の２本

の基幹路線を軸に、計８路線、営業キロ１５４．８㎞の路線からなり、空港線において関西国際空港への重要な

アクセスを担うとともに、泉北高速鉄道との相互乗り入れやフェリーと連携した四国への連絡輸送等、大阪南

部を中心に広域輸送圏を形成しております。 

 当社沿線と新大阪や梅田地区を結ぶ関西の新たな鉄道ネットワークとなる「なにわ筋線」については、２０３１

年の開業を目標としており、今後の当社沿線の価値向上に大きく寄与することが期待されております。 

 

２．これまでの取組み 

当社は日本で最初の純民間資本による鉄道会社を前身とし、以来１３０余年鉄道事業を営んでおり、経年１

００年を超える南海本線紀ノ川橋梁等、大規模構造物を長期にわたり適切に管理するとともに、駅ホームや踏

切道の安全対策も推進してまいりました。特に、沿線に海岸や山岳部を有していることから、近年激甚化する

風雨等気象の影響にさらされやすい環境にある中で、お客さまの安全安心を確保するため、施設の耐震補強

や安全検知システムの導入等、防災減災対策に積極的に取り組んでまいりました。 

また、社会的要請の高いエレベーターやスロープ、多機能トイレ等のバリアフリー施設についても順次整備

を進めてまいりました。 

 

（１）お客さまの安全を守る施策 

①連続立体交差事業の推進 

南海本線では踏切での事故や交通渋滞の解消を目指し、立体交差化を推進しております。高石市内（浜寺

公園～北助松間および高師浜線）の連続立体交差事業では、２０１６年５月の下り線（関西空港・和歌山市方

面）の高架化に続き、２０２１年５月には上り線（難波方面）も高架上での運行を開始いたしました。現在は高師

浜線の高架工事を進めております。堺市内（石津川～羽衣間）連続立体交差事業も開始し、現在、諏訪ノ森

駅・浜寺公園駅を含む仮上り線工事及び一部区間の高架工事を進めております。これらの完成により難波～

高石間の全区間が高架化されます。 

 

②踏切障害物検知装置の高度化 

踏切道の更なる安全性向上を図るため、踏切道内の車いすや歩行者、自転車等の障害物の検知性能に優

れた平面式踏切障害物検知装置への更新を進めております。障害物の検知方法が従来の光式障害物検知装

置と異なり、同装置では面で障害物を検知できることから安全性が高く、光式障害物検知装置から順次更新箇

所を拡大してまいります。 

 

③ＡＴＳ（自動列車停止装置）の機能向上 

列車の運行に対する安全対策として、ＡＴＳ（自動列車停止装置）ではより運転保安度の高いＡＴＳ－ＰＮを導

入いたしました。従来のＡＴＳでは速度超過があると非常制動により列車を停止させるものでしたが、停車駅・

曲線・分岐・線路終端等、線路の条件に対して常に運転速度と制限速度パターンとのチェックを行い、自動的

に制限速度まで列車を減速させることができることから、より高い安全性を確保しております。 
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（２）防災や減災への取組み 

当社は、沿線に海岸線や山岳部があることから風雨等の気象の影響を受けやすく、近年激甚化する自然災

害のリスクを低減するため、施設の防災、減災対策に積極的に取り組んでまいりました。   

橋梁では異常が発生した場合に列車を緊急停止させるシステムを高野線紀ノ川橋梁、南海線男里川橋梁、

南海線紀ノ川橋梁に設置完了しており、２０２２年度には高野線大和川橋梁にも設置を予定しております。 

また、２０１７年の台風２１号により、高野線において上古沢駅で土砂流出による法面崩壊が発生したことか

ら、地滑りへの対策として線路に近い法面の安定性を高める工事を実施いたしました。 

鉄道構造物の耐震補強については、省令に基づき、順次高架橋柱の補強及び橋梁の落橋防止対策を実施

しており、高架橋柱耐震補強は対象柱１８２９本のうち、２０２２年度までに１７２４本の補強完了を予定しており

ます。（進捗率９４．３％） 

 

（３）車両更新の推進 

新型通勤車両８３００系を２０１５年度～２０２１年度にかけて１１０両導入し、南海線で６０両、高野線で５０両

を運行しております。 

当車両は、ホームと車両床面の段差・隙間を低減、バリアフリー基準を満たしている車いすスペースや、スー

ツケース等大型の荷物に対応した手荷物スペースの確保、液晶モニターによる４カ国語案内等どなたでも快適

に乗車いただける機能を保有するとともに、従来車両（６０００系等）と比較して消費電力が約５０％に抑制でき、

車内外への騒音を低減する等、人と環境に優しい省エネ車両となっております。今後も、更新を計画的に推進

し、利便性の向上と環境への配慮に努めてまいります。 

 

（４）バリアフリー化の推進 

現在、１日の利用者数３，０００人以上の６２駅のうち６０駅において移動経路の段差解消が完了しておりま

す。また、手すり付きトイレをほぼ全駅に設置し、車いす用トイレは７０駅に設置しております。さらに、お年寄り

や妊婦、身体の不自由なお客さまにも広くご利用いただける多機能トイレの整備を進めております。 

ホームドアについては、２０１９年３月に難波駅１番線のりばに全車両対応の大開口ホーム柵を設置し、利用

者の安全性向上のために、戸挟防止機能やホームドアと車両扉の間の居残りも検知できるものといたしました。 

ソフト面においては、駅・列車区のすべての助役を対象に「心のバリアフリー」の取組みとして「サービス介助

士」の資格取得推進を図り、現在３２１名の社員が資格を取得しております。 

 

（５）快適性・利便性の追求とストレスフリーな移動環境の整備 

あらゆるお客さまにとって利用しやすく、快適にご乗車いただくための環境整備にも積極的に取り組んでおり

ます。 

①駅の利便性向上 

和歌山市駅に、図書館、商業、オフィス、ホテル等の公益施設を含む多様な都市機能を充実させ、交流人口

の増加とにぎわいの創出を目指す「和歌山市駅活性化計画」を和歌山市、和歌山県と連携して策定し、２０２０

年に複合商業施設「キーノ和歌山」を開業いたしました。それに先立ち、駅施設についても工事を行い、２０１７

年に供用を開始いたしました。それまで２階にあった改札口等を１階へ移設したことにより、階段等の昇降なし

に駅前広場からホームへ行けるようになり、加太方面やＪＲ線との乗換がより便利にご利用いただけるようにな

りました。 

ＪＲ線との結節駅である新今宮駅については、難波から新今宮・新世界エリアの玄関口としてインバウンド旅

客も多く、エレベーターの大型化やホームと改札を結ぶお客さま導線の見直し、お客さま案内の充実を目指し
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たオープンカウンターの設置、通路等の美装化を実施して２０２２年３月から供用を開始いたしました。当エリア

では、時期を同じくして「OMO7（おもせぶん）大阪 by 星野リゾート」が２０２２年４月に開業する等、周辺の環境

も大きく変化したことにあわせ、同駅構内の環境改善を行いお客さまの満足度の向上を図りました。 

２０２１年７月からは、Osaka Metro 御堂筋線との結節駅でもある中百舌鳥駅のリニューアルにも着手し、乗

換利便性の向上に加えてコンコースの賑わいを創出することで地域にも愛される空間づくりを目指しております。 

 

②駅トイレのリニューアル 

駅利用の満足度向上を目指したトイレリニューアルを２０１６年度より推進し、実施予定９１駅中２０２１年度ま

でに５６駅６２カ所のリニューアルが完了しております。 

 

③タイムリーな情報の提供 

２０１９年にリリースした「南海アプリ」では、列車走行位置等の情報発信、列車遅延時のプッシュ通知等の運

行情報のみならず、トイレ空き状況確認や席ゆずりあいアシストといった生活サポート機能を搭載し、鉄道利用

の利便性をより向上させる情報提供を行っております。また、主要駅および特急全車両（特急「サザン」は座席

指定車両のみ）に「Osaka Free Wi-Fi」を導入し、新型コロナウイルスの感染拡大に伴う働き方や働く場所の多

様化に対応すべくインターネット環境の整備を進めてまいりました。 

 

（６）新しい技術を活用した取組み 

将来の交通利用のキャッシュレス化を見据えて、２０２１年に非接触型のクレジットカードを用いた「Ｖｉｓａのタ

ッチ決済」や既存の企画乗車券のデジタル化に向けて、QR コードを用いた「南海デジタルきっぷ」の実証実験

を開始いたしました。国内のお客さまはもちろんのこと、アフターコロナを見据えたインバウンド旅客の受入基

盤のひとつとして整備を進めており、乗車券類の新たな販路の拡大、MaaS 事業への展開も進めてまいります。 

また、駅係員が行っている乗換案内や駅構内、周辺案内等の様々な質問対応については、AIロボット

を活用した実証実験でその効果を確認しているところであり、将来の労働力不足に備えた案内サービス

の実用化を目指しております。 

 

（７）鉄道需要の創出 

①インバウンド旅客への対応 

２０１０年代より急激に増加したインバウンド需要を確実に取り込むべく、様々な取組みを実施してまいりまし

た。駅関係では関西空港駅にインバウンド専用窓口「南海チケットインフォメーション」を開設したほか、駅ナン

バリングの導入や案内サインと列車行先案内盤を多言語化するとともに、列車内では手荷物スペースの設置、

案内放送やマナー啓発放送、異常時案内放送を多言語化いたしました。 

また、円でのお支払いに不慣れなインバウンドのお客さまのスムーズな乗車を支援するため、インバウンド

専用の企画乗車券を造成し海外で販売できるシステムを整備したほか、Twitter を通じた多言語による運行情

報の発信、駅係員の対応スキル向上等ソフト面の充実にも努めてまいりました。 

 

②空港アクセスとしての機能強化 

 国内の利用者に向けて関西空港への快適なアクセスを提供する「関空トク割ラピートきっぷ」や関西各地につ

ながる私鉄路線との乗り継ぎをスムーズにするアクセス乗車券を各鉄道事業者と協力して発売しております。 
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③鉄道ネットワークの強化 

相互直通運転を行ってきた泉北高速鉄道を２０１４年に南海グループ化したことに伴い、両社を跨って利用さ

れるお客さまに向けて普通運賃の乗継割引を大幅に拡大したほか、新たに座席指定制の特急「泉北ライナー」

を運行、区間急行の増発等により都心部への速達性を高め、グループ全体でそのシナジーを早期に発現する

ため取り組んでまいりました。 

 

④沿線地域の観光振興 

当社は今まで沿線にある観光地に向けて様々な企画乗車券を造成し、旅客誘致に努めてまいりました。観

光地へのアクセスや周遊をより簡単に行えるよう鉄道やバスに沿線施設のクーポン等をセットにした「高野山・

世界遺産きっぷ」や「加太観光きっぷ」等の企画乗車券を発売、今後はデジタル化によりネット上でもお買い求

め可能とすることで沿線外からの誘客も積極的に行ってまいります。 

 

⑤特急車両の活用 

 特急車両を利用したコラボレーションも進めました。２０１４年にはロボットアニメの映画公開に合わせてラピー

ト車両を赤色に塗装し、車内の座席装飾等によりアニメの世界観を表現いたしました。近年では和歌山市出身

のアーティストと組み、その世界観をラッピングした車両を走行する等話題づくりと利用促進に努めました。 

また、移動の快適性を高める特急指定席への乗車需要創出に向けて２０２０年に「南海・特急チケットレスサ

ービス」をリニューアルし、決済方法やポイントの利用方法を改善することでより便利にご利用いただけるように

なりました。 

 

⑥新駅の開業 

 ２０１２年に和歌山大学前駅を請願駅として開業いたしました。同駅は和歌山大学の最寄り駅であるとともに、

大型ショッピングセンターが開業する等、通勤通学やお買い物のお客さまにご利用いただいております。 

 

（８）沿線価値向上の取組み 

沿線に海や山といった豊かな自然のほか、２つの世界遺産を中心とした観光資源を持つ当社として、沿線の

「出かける場所」としての価値を高める取組みにも注力してまいりました。 

世界遺産高野山エリアでは、橋本～高野山間とその沿線エリアを「こうや花鉄道」とブランディングし、２００９

年からは地元ボランティア団体との協働による植栽維持や車窓からの景観整備等、高野山に至る道中での魅

力創造を地域と一体となって取り組んでまいりました。その「こうや花鉄道」のシンボルとして、同年より観光列

車「天空」を運行しており、道中の山間風景を一望できるワンビュー座席や展望デッキを設け、ご乗車いただく

ことで聖地への旅気分が増幅される車両となっております。２０１９年には、高野山アクセスのケーブルカーを

新造し、「期待感」「癒し・調和」「安全・安心」のコンセプトのもと、従来よりも大きな窓を採用し、眺望性を高める

ことで旅の満足度を高めております。２０２０年には「はじまりの聖地、極楽橋」と銘打った極楽橋駅のリニュー

アルを実施し、コンコースの天井絵巻による装飾、「はじまりの手水舎」や「極楽鳥の願掛羽」、大画面の行先

案内盤を設置し、高野山を訪れるお客さまをお迎えしております。 

２０１４年から和歌山県下を走る加太線の活性化策として観光路線化を目指す「加太さかな線プロジェクト」を

加太観光協会、磯の浦観光協会と共同で始動し、加太エリアの交流人口拡大に努めております。観光列車とし

て「めでたいでんしゃ」を企画し、２０２１年には地元和歌山市出身のアーティストのプロデュースによる車両も加

えて現在４編成を運行、季節ごとのイベント等各種取組みを実施してまいりました。 

その他、南大阪・和歌山エリアの定住人口増加に向け、「働く場所・暮らす場所」としての沿線価値向上策と
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して沿線企業のイノベーションや人材開発等を支援する「#BIZ TAG NANKAI（沿線企業魅力共創プロジェクト）」

に取り組んでおります。沿線企業の後継者が家業のリソースを活用した新アイデアを考える「南海沿線アトツギ

ソン」の開催や、沿線企業と就活生のための交流型合同説明会「コタツ就活ＥＸＰＯ２０２２ BY NANKAI」を開催

する等、地域産業の活性化も図っております。 

 

３．今後の取組み、設備投資方針 

当社は、「南海グループ経営ビジョン２０２７」で掲げた「良質で親しまれる交通サービスの提供」および「共創

１４０計画」で掲げた「公共交通事業のサステナブルな経営」を具現化するため、「鉄道事業のサステナビリティ

を高める安全・安定的な輸送基盤の強化」と、「社会的要請に応えるサービスの高度化」の両立に向けた投資

を着実に進めてまいります。 

 

（１）「鉄道事業のサステナビリティを高める安全・安定的な輸送基盤の強化」に関する取組み 

あらゆるお客さまに安全・安心にご利用いただけるように、連続立体交差事業の推進、平面式踏切障害物

検知装置の導入拡大による踏切道の安全性向上、ホーム嵩上げ工事やホームドア設置によるホーム上の安

全確保、近年の鉄道でのセキュリティ強化への関心の高さから車両への防犯カメラ設置による防犯対策の強

化を進めてまいります。  

また、激甚化する自然災害対策として、鉄道構造物の耐震補強工事、山岳区間における法面補強や倒木対

策、駅および関連施設の耐震補強を確実に進めてまいります。 

 

（２）「社会的要請に応えるサービスの高度化」に関する取組み 

①移動ニーズへの対応 

車両、ホーム、トイレ等、利用者がシームレスかつストレスフリーに移動できるよう安全性、バリアフリー対応、

省エネ性等「人と環境に優しい」観点からの車両の新造及び更新、ホームの段差・隙間縮小をはじめとする

駅施設のバリアフリー対策、使いやすく快適なトイレへのリニューアルを進めるとともに、企画乗車券のデジ

タル化によるキャッシュレス化対応によりお客さまの利便性を向上してまいります。 

 

②沿線価値の向上 

「選ばれる沿線づくり」を目指して、地域共創型のまちづくりの一環として中百舌鳥駅のリニューアル事業の

推進、高野山への更なる誘客強化を目的として、２０２５年度を目標に高野線への新造観光特急車両の導

入等に積極的に取り組んでまいります。 

 

③デジタル技術の実装による新しい価値の提供 

デジタルテクノロジーを多方面で活用し、日常的に利用しているクレジットカードで改札を通過できる次世代

改札機の導入によりキャッシュレス化を推進いたします。また、自動運転の実証実験を近々開始するととも

に、AI やドローンを活用した施設点検により効率的に安全性の向上を図り、将来予測される鉄道事業を担う

人手不足の問題解決に合わせて、時代に相応しい新しい価値の提供を継続してまいります。 

 

なお、個別の事業等に係る計画につきましては、「１２．利用者サービスの向上策」をご参照ください。 
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４．運賃改定の理由 

（１）事業環境の変化 

当社は、沿線の定住人口・交流人口の増加による地域活性化を目的として、宅地開発や地域と協働した観

光振興、２０１４年の泉北高速鉄道の南海グループ化による利便性向上等様々な取組みを実施してまいりまし

た。また、２０１０年代からのインバウンド旅客の増加を契機に、インバウンド受入基盤の整備にも尽力してまい

りました。しかし、沿線の生産年齢人口は、前回当社が運賃改定（消費税増税に伴う運賃改定を除く）を行った

１９９５年をピークに今日まで減少を続けており、２０２０年には同年との比較で約２３％減少、今後もこの傾向

は継続し、２０４０年にはさらに２０％以上減少すると予測されております。 

同様に、当社の輸送人員についても、１９８０年代後半以降減少傾向が続いており、２０２０年度以降は新型

コロナウイルス感染拡大の影響も受け、２０２１年度の輸送人員はピークであった１９８３年度の３．２億人から

１．８億人に、運賃収入も１９９６年度の６６５億円から３７９億円にといずれも４割以上落ち込む結果となりまし

た。コロナ禍によるテレワークやオンライン授業、e コマースの普及等「新たな行動様式」の定着が進み、鉄道

の利用機会の減少やインバウンド旅客の回復遅れ等により、２０１９年度運賃収入と比較して、２０２１年度の

定期外収入は１３１億円、定期収入も４０億円の減収となり、営業損益は６０億円の損失計上となりました。 

このような行動変容に加え、上述の沿線生産年齢人口減少も相まって、鉄道の利用者数は今後もコロナ前

のレベルへの回復は見込めないと想定しております。 

 

（２）申請の理由 

今後の鉄道需要増を見込みがたい中、公共交通事業としての“安全・安心・信頼”を大前提としたサステナブ

ルな鉄道輸送を実現していくためには、車両、駅施設、踏切等多岐にわたる諸設備に対して基本的な性能を充

足するだけでなく、バリアフリーや環境対策、利便性、防犯等社会変化に応じた質を高める取組みと効率性を

追求することにより、事業の成長を持続していく必要があります。 

そのためには、現段階で将来に先送りすることのない計画的な設備投資が必須となっており、今後もコロナ

禍以前の設備投資水準をもって、事業上のニーズ及び社会から要請される価値に対応していく必要があると

認識しております。 

しかし、１０．「経営合理化の状況及び今後の取組み」に記載のとおり、これまであらゆる経営合理化策やコ

スト削減に努めてまいりましたが、１９９５年の運賃改定以降２７年間維持してきた現状の運賃水準では、上記

設備投資による安全・安定的な輸送基盤の強化や、社会的要請に応えるサービスの高度化といった価値の持

続的提供には限界があると判断し、当社の最大限の経営努力の継続を前提としてお客さまに費用の一部をご

負担いただきたく、運賃の改定を申請させていただくことといたしました。 

今後も当社では、これまで培ってきた安全・安心の運輸事業の歴史とその責任を、“人と人” 、 “まちとまち”、

そして“人とまち”をつなぐ多様なモビリティ事業への深化で具現化し、未来につなげていくという公共交通事業

者としての使命を果たしていく所存です。 
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５．主な申請の内容 

（１）申 請 日    ２０２２年１０月２８日（金） 

（２）改定率・増収率一覧                       

（単位：％） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）初 乗 り 運 賃    １８０円（現行運賃 １６０円） 

（４）定期運賃平均割引率    通勤３７．０％（現行 ３８．８％） 

通学８０．２％（現行 ７９．１％） 

（５）改 定 予 定 時 期    ２０２３年１０月 

 

 

６．鉄道部門収支の実績及び推定（実績年度及び平年度の鉄道部門収支） 

（単位：百万円、％） 

項 目 
２０２１年度 

（実績） 

２０２４～２０２６年度（３年間合計） 

現行 申請 

収 入 ４１,７０６ １５５,１８８ １６８,１９４ 

支 出 ５０,３１２ １７９,２３９ １７９,２３９ 

差引損益 ▲８,６０６ ▲２４,０５２ ▲１１,０４５ 

収支率 ８２．９ ８６．６ ９３．８ 

 

 

７．運賃収入内訳                                                （単位：百万円） 

項 目 
２０２１年度 

（実績） 

２０２４～２０２６年度（３年間合計） 

現行 申請 

定期外 １９,４３０ ７７,３１８ ８３,３１６ 

定 期 １８,４７５ ６３,２５４ ７０,２６３ 

合 計 ３７,９０５ １４０,５７２ １５３,５７９ 

※表中の実績を除く収入、支出は申請上の計算式に基づく現時点での推計値 

※金額は端数処理のため、各項目の合計が一致しない場合があります 

 

 

  

  改定率 増収率 

定期外 ９．０  ７．８  

定  期  １１．４  １１．１ 

  
通勤 １２．３  １２．０  

通学 ４．５  ４．１  

合    計 １０．０  ９．３  
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８．需要見通し（輸送人員の推移および今後の見通し） 

【実績】                                                    （単位：千人、％） 

 ２０１７年度 ２０１８年度 ２０１９年度 ２０２０年度 ２０２１年度 

定期外 ９７，９０７ ９８，８７４ ９７，７６７ ６０，６６６ ６５，９３７ 

定 期 １４０，５６８ １４０，９４８ １４１，６７９ １１７，４９３ １１６，８６６ 

合 計 ２３８，４７５ ２３９，８２２ ２３９，４４６ １７８，１５９ １８２，８０３ 

前年比 １０１．０ １００．６ ９９．８ ７４．４ １０２．６ 

 

【将来推定】                                                 （単位：千人、％） 

 ２０２２年度 ２０２３年度 ２０２４年度 ２０２５年度 ２０２６年度 

定期外 ７７，６２８ ８５，１１７ ８５，６９５ ８７，６４４ ８６，１５３ 

定 期 １３０，３１９ １３３，２５２ １３３，８５５ １３４，６４８ １３５，２０２ 

合 計 ２０７，９４７ ２１８，３６９ ２１９，５５０ ２２２，２９２ ２２１，３５５ 

前年比 １１３．８ １０５．０ １００．５ １０１．２ ９９．６ 

※２０２２年度以降は申請上の計算式に基づく現時点での推計値 

 

 

９．設備投資実績 ・ 計画 

（１）設備投資実績と計画（過去５ヶ年度～平年度） 

（単位：年度、億円） 

項目 
２０１７ ２０１８ ２０１９ ２０２０ ２０２１ ２０２２ ２０２３ ２０２４ ２０２５ ２０２６ 

実績 実績 実績 実績 実績 計画 予定 予定 予定 予定 

安全対策 ８４ ８１ ９１ ６３ ７２ ６５ ５５ ８５ ８８ ９０ 

サービス改善 １７ １９ ２３ １０ １５ ３２ ３０ ２０ １５ １３ 

輸送力増強 １５ ２２ ２３ ８ ９ １０ １５ ２１ ２７ ２５ 

合 計 １１７ １２４ １３７ ８１ ９７ １０８ １０２ １２７ １３０ １２９ 

※各項の億円未満切り捨て 

 

（２）主要プロジェクトの内容 

①安全対策（２０２２～２０２６年度 投資額約３８４億円） 

・連続立体交差事業（南海線高石市内及び堺市内、高野線堺市内） 

・踏切障害物検知装置(平面式) 、踏切支障報知装置等設置 

・鉄道構造物耐震補強（高架橋柱等） 

・自然災害対策（洗掘対策、法面補強、落石防護工事等） 

・車両新造、更新（人と環境にやさしい新造車両への置き換え） 

②サービス改善（２０２２～２０２６年度 投資額約１１３億円） 

・バリアフリー工事（エレベーター設置、ホームの段差・隙間縮小、中百舌鳥駅ホームドア設置等） 

・駅総合案内センターの新設（係員無配置駅の一元管理） 

・駅トイレリニューアル 

・自動運転実証実験 
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③輸送力増強（２０２２～２０２６年度 投資額約１００億円） 

・変電設備の更新 

・次世代駅務機器の導入 

  

１０．経営合理化の状況及び今後の取組み 

（１）これまでの取組み 

鉄道輸送の安全性や安定性を健全に維持向上することを前提とし、公共交通機関として社会的要請に応え

ながら、より良いサービスの提供を継続していくため、当社では早期から様々な経営合理化を行ってまいりまし

た。 

 

①列車運行体制 

支線のワンマン化については、２０００年以降順次導入しており、２０２２年現在、高野線汐見橋～岸里玉出

間、橋本～極楽橋間（２両編成のみ）、高師浜線、多奈川線、加太線、和歌山港線（２両編成のみ）の区間にお

いてワンマン化しております。 

 

②路線の廃止・譲渡 

路線の見直しでは、和歌山港線において２００２年に和歌山港～水軒間、２００５年には久保町、築地橋、築

港町の各駅をそれぞれ廃止いたしました。また、貴志川線についてはワンマン化をはじめ、イベント電車の運

行やサイクルトレイン、ダイヤの見直し等の収支改善に取り組みましたが、２００６年に和歌山電鐵へ譲渡、事

業継承いたしました。 

 

③駅運営体制 

お客さまのご利用数が少ない駅については、インターホンでのお問い合わせ対応や自動改札機等の状態監

視を駅長所在駅から遠隔にて行えるようシステムを導入し、サービスレベルを極力落とすことなく省力化を図っ

てまいりました。 

 

④生産性向上策 

鉄道部門人員数の推移については、所要員の削減や一部業務の外部移管、希望退職と退職金制度の見直

し、その後も事業運営体制の省力化を実施した効果により、現在の従業員数は前回運賃改定を実施した１９９

５年度と比較して１，０００人以上削減し、当時の約２／３の水準となっており、人件費も約９９億円減少

しております。 

 

⑤コロナ禍での対応策 

新型コロナウイルス感染拡大の影響に伴う更なるコスト削減対応として、特急ラピートの一部運休や最終列

車の運転時刻繰り上げ、これに伴う夜間の保守作業の効率化を行うとともに、安全に支障しない水準での設備

投資の抑制や修繕費等経費の削減、役員および管理職の報酬減額や管理職を対象とする希望退職の募集、

従業員給与の見直しも行いました。 

また、事業構造改革として組織の統廃合によるスリム化や係員業務のマルチタスク化を推進するとともに、

外部のコンサルタントを活用した外注費や委託費の一層の削減、動力費の契約見直し、損害保険契約の見直

し等も行いました。 
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（２）今後の取組み（デジタルテクノロジーの活用） 

沿線労働人口の減少に伴い、将来の鉄道事業を担う人手不足が予測される中にあっても、公共交通機関の

役割を的確に果たしていくべく、デジタルテクノロジーの活用により、業務の効率化・合理化を図ってまいります。 

 

①駅・列車運行のオペレーション 

駅業務については、２０２３年度中に「駅総合案内センター」を新設し、遠隔対応している駅業務を一元化す

ることにより、さらに効率化を図ってまいります。 

運転業務においては、現在各支線で実施しているワンマン運転について２０２４年度を目標に南海本線の一

部区間に拡大すべく検討を進めております。また、自動化レベル GｏA２．５（前頭運転台に運転士以外の係員

が乗務）による自動運転化を実現させるべく、２０２２年度は安全性評価に係る専門家・有識者の知見を得なが

ら実証実験に向けての準備を進めており、２０２３年度には和歌山港線において、試運転車両を用いた実証実

験の実施を予定しております。 

 

②メンテナンス体制 

保守業務については、鉄道輸送の安全性を確保する上で欠かせない日常的な点検の効率化を進めてまい

ります。現在の稼働時間を基本とした点検保守体制から、設備の状態を常時監視し、タイムリーなメンテナンス

を行うことで安全性を脅かす事象を未然に防止する「予防保全」を取り入れた点検保守体制とすることで、安全

性や効率性を向上させるべく、デジタルテクノロジーを活用した実証実験を進めております。 

また、施設点検におけるドローンの活用についても、鉄塔や高架下等の点検業務の高精度化、災害現場の

リアルタイムの映像の配信を、各現場において活用できる環境づくりを進めております。 

 

１１．発売している主な企画商品 

当社では、増収に向けた取組みとして、世界遺産である「高野山」をはじめとする多くの観光地や、世界への

空の玄関口である関西国際空港等へ、便利に当社をご利用いただけるように各種お得なきっぷを販売しており

ます。 

 

（１）沿線観光きっぷ 

「高野山・世界遺産きっぷ」 

 高野山駅までの割引往復乗車券と高野山内バス２日フリー乗車券がセットになったお得なきっぷです。

金剛峯寺等の拝観施設の割引特典も受けられます。 

 

「和歌山観光きっぷ」  

和歌山市駅までの割引往復乗車券と、和歌山バス、和歌山バス那賀の１日フリー乗車券がセットになっ

たお得なきっぷです。協賛施設・店舗で割引特典等も受けられます。 

 

「加太観光きっぷ」 

    和歌山市駅までの割引往復乗車券と和歌山市駅から加太駅間の１日フリー乗車券がセットになったお

得なきっぷです。特典施設・店舗で割引特典等も受けられます。 
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（２）関西空港アクセスきっぷ 

「関空トク割ラピートきっぷ」 

難波～関西空港駅間の移動に便利でお得な特急ラピートの片道割引乗車券です。 

 

「関空ちかトクきっぷ」 

大阪市内～関西空港駅間の移動に便利でお得な片道割引乗車券です。 

 

（３）訪日外国人専用きっぷ 

「NAMBA Access Rapi:t Ticket」 

 関西空港駅から難波、新今宮駅又は天下茶屋駅間の特急ラピート往復割引乗車券となんばパークス、

なんば CITY 及びなんばスカイオで使用可能なショッピングクーポンが付いた、お得なきっぷです。 

 

「Rapi:t Economy Ticket」 

関西空港駅と難波駅、新今宮駅又は天下茶屋駅相互間の特急ラピート片道割引乗車券です。 

 

「NANKAI ALL LINE ２day Pass」 

任意の２日間、南海全線乗り放題のお得な乗車券です。特典施設・店舗で割引特典等も受けられます。 

 

１２．利用者サービスの向上策 

「南海グループ経営ビジョン２０２７」で掲げた「良質で親しまれる交通サービスの提供」及び「共創１４０計画」

で掲げた「公共交通事業のサステナブルな経営」を具現化するため、「鉄道事業のサステナビリティを高める安

全・安定的な輸送基盤の強化」と、「社会的要請に応えるサービスの高度化」の２つの観点から、お客さまサー

ビス向上策を実施してまいります。 

 

（１）鉄道事業のサステナビリティを高める安全・安定的な輸送基盤の強化 

①安全対策 

ア、ホームドアの設置 

ホームにおけるお客さまの安全対策として、中百舌鳥駅については、Osaka Metro 御堂筋線との乗換利便

性向上及び店舗面積の拡大を含めた魅力向上を図るためのリニューアル工事に続いて、難波方面行きホー

ムの段差・隙間縮小工事及び４番線にホームドアを設置することでお客さまに安全にご乗車いただける環境

を整備いたします。なお、極楽橋・和泉中央方面行きホーム嵩上げ工事及び４番線以外のホームドア整備に

関する検討を引き続き行ってまいります。 

他駅についても、乗降客数やラッシュ時のホーム混雑状況等を考慮して、引き続き検討を行ってまいりま

す。 

 

イ、防犯対策の強化 

強化が求められる車内の防犯対策については、２０２２年度中に車内防犯カメラの試験を開始し、今後導

入する新造車両から、順次設置を進めてまいります。また、全乗務員室への防護盾の設置を２０２２年度中

に完了し、乗務員への定期的な防犯訓練を引き続き実施してまいります。 
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ウ、踏切道への対策 

連続立体交差事業については、自治体と協力して、南海線高石市内及び堺市内の計画を推進してまいり

ます。高野線堺市内については、２０２２年３月に都市計画事業認可を取得し、堺市と協力しながら当社にお

いて鉄道の詳細設計を進めております。各エリアでの連続立体交差事業の推進により、踏切事故と交通渋

滞を解消するとともに高架下を有効活用し、“まち”としての賑わい創出を図ってまいります。 

また、踏切道の更なる安全性向上を目的に、平面式踏切障害物検知装置を２０１９年度から導入しており

ます。これまでの踏切障害物検知装置より踏切道内の車いす、歩行者、自転車等に対して検知性能を高め

ることが可能となる同装置について、２０２６年度までに計４４踏切道への導入を計画しております。 

 

②災害対策 

２０２１年度に発生した輸送障害１４件中１０件が自然災害を原因とするものであり、海岸線や山岳部を運

行する当社においては、激甚化する自然災害への対策が今後ますます求められることから、鉄道構造物耐

震補強工事、洗掘対策、法面補強、倒木対策、落石防護工事、駅及び関連施設耐震補強等を進めてまいり

ます。 

 

ア、地震への備え 

耐震補強工事のうち高架橋柱については、国土交通省令で定められている対象箇所の補強を２０２４年

度までに完了させ、２０２５年度以降は省令対象外の箇所についても、重要路線を中心に補強が望ましい箇

所に対して工事を進めてまいります。また落橋防止対策は省令で定められている対象箇所を２０２７年度末

までに整備してまいります。 

 

イ、風水害への備え 

防災カルテの作成、気象情報を活用した速やかなリスク評価、津波警報発令時の円滑な避難誘導を可能

とするハザードマップの現場従業員への配付、従業員に対する定期的な防災教育の実施等、ソフト面でも被

害最小化のための取組みを継続、強化してまいります。 

 

（２）社会的要請に応えるサービスの高度化 

①ストレスフリーな移動空間の提供 

ア、車両の安全性、利便性の向上 

   ６０００系をはじめ一般車両を順次新造車両に置き換えるべく、計画的に更新を進めてまいります。新型車

両には、バリアフリーガイドラインに沿った車内の旅客案内表示器を整備し、２０２６年度末の設置率約６０％

を目指してまいります。さらに、新型車両の使用電力量は従来型の抵抗制御車両と比べ概ね半分程度であ

ることから、当社グループにおけるＣＯ２排出量削減目標（２０３０年度までに、２０１３年度比４６％以上削減）

の達成にも大きく貢献いたします。 

なお、新型車両の導入は、ホームドア整備を推進する際の課題である駅での扉位置の統一に寄与するも

のであり、当社において今後より一層重要となってまいります。 

支線で運用しているワンマン車両についても、現在使用している１９６０年代後半から１９７０年代前半にか

けて製造された２２００系車両から、２０００系車両をワンマン改造し、置き換えを進めてまいります。 

また、「こうや花鉄道」ブランドのもと、世界遺産高野山への更なる誘客強化策として顧客体験を向上させ

るコンテンツを充実させることを目的とし、２０２５年度を目標に高野線に新たな観光特急車両を導入する計

画としております。 
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イ、バリアフリー化の推進 

   １日の利用者数３，０００人以上の駅については、６２駅のうち６０駅において移動経路の段差解消が完了

しており、残りの駅についても整備計画を策定中です。また、自治体の基本構想がある１日の利用者数２，０

００人以上の駅についても、自治体と協議のうえ整備計画を策定してまいります。なお、既に整備を完了した

駅においても、お客さまのご利用状況に応じたきめ細やかな整備を検討してまいります。 

ホームの段差・隙間対策については、ホーム嵩上げ工事（段差縮小工事）２駅、列車とホームの隙間を埋

めるくし形ゴムを用いた隙間縮小工事１１駅を２０２４～２０２６年度に実施する計画としております。 

駅係員不在時にリモートでお客さま対応を行うためのインターホンについては、現在音声対応のみとなっ

ているものからカメラモニター付きインターホンに順次置き換えていくことで、お客さまへの案内の充実に努

めてまいります。 

ソフト面についても、サービス介助士の資格取得、車いすをご利用のお客さまや視覚・聴覚に障がいをお

持ちのお客さまへの介助技術を実践的に学ぶ実技教習、障がい者団体にご参加いただく駅施設見学・体験

会の開催、他社局や外部団体と連携した「声かけ・サポート」運動の推進等、「心のバリアフリー」に率先して

取り組むことで、介助を必要とするお客さまをはじめ、当社を利用されるすべてのお客さまに「安全・安心」に

ご利用いただけるよう今後も努めてまいります。 

  

ウ、トイレリニューアルの推進 

順次進めている駅トイレのリニューアルにつきましては、引き続き整備のペースを落とすことなく、お客さま

に気持ちよくご利用いただけるよう整備を進めてまいります。ベビーチェアやベビーシートの設置、大便器の

洋式化や温水洗浄便座への更新により、お子さま連れのお客さまはじめ多様なお客さまに使いやすく清潔

なトイレへとリニューアルいたします。２０２６年度までに実施予定の９割以上の駅にてリニューアルを完了さ

せる予定となっております。 

 

②選ばれる沿線づくり 

世界遺産高野山への更なる誘客強化策として、２０２５年度を目標に新たな観光特急車両の導入を計画し

ております。個人のお客さまから旅行代理店のツアーにもご利用していただきやすい運行ダイヤの設定や、

車内での飲食サービスの提供も検討しており、高野山へのアクセス手段としてだけでなく、「乗車すること」自

体を目的化していただけるサービスの提供を目指してまいります。 

 

③新しい利用サービスの拡充 

２０２３年には、PiTaPa・ICOCA でのご乗車を対象とした新たなポイントサービスの導入を予定しておりま

す。ご利用回数や金額に応じて minapita ポイントを付与するとともに、特急チケットレスサービスのポイント

と minapita ポイントを相互に交換できるサービスを検討しております。当社の発行するクレジットカード

「minapita カード」のポイントとして、すでに当社商業施設等で幅広く導入している「minapita ポイント」を鉄道

利用と深く結びつけることにより、南海グループ一体となってご利用いただくお客さまの利便性を向上させ

てまいります。 

また、乗車券をデジタル化することによる新しいビジネスモデルも検討しております。 

 

④デジタルテクノロジーの活用 

キャッシュレス社会の進展を受けて、インバウンド旅客をはじめとする交通系 IC カードを持たないお客さ

までも、普段お使いのクレジットカードでスムーズに改札を通過、決済できる利用方法や乗車券のデジタル
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化に活用が期待されるＱＲコードを利用した乗車券に対応した改札機の設置を進めてまいります。また、乗

車券のご利用から得られるデータを分析活用することにより、お客さまが求める商品の造成や南海アプリ

の機能拡充等、行動変容やニーズの変化に機敏に対応したサービスを提供することにより、新しい消費行

動につなげてまいります。 

 

*「ＱＲコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。 

*「ＩＣＯＣＡ」は西日本旅客鉄道株式会社の登録商標です。 

*「ＰｉＴａＰａ」は株式会社スルッとＫＡＮＳＡＩの登録商標です。 
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（添付資料） 

申請・現行運賃比較表 

 

① 普通旅客運賃（大人）              

                                                                        （単位：キロ、円） 

キロ程 現行 
申請 

上限運賃 

１～３ １６０ １８０ 

４～７ ２１０ ２４０ 

８～１１ ２６０ ２９０ 

１２～１５ ３４０ ３７０ 

１６～１９ ３８０ ４２０ 

２０～２３ ４５０ ４９０ 

２４～２７ ５００ ５４０ 

２８～３１ ５７０ ６１０ 

３２～３５ ６１０ ６５０ 

３６～３９ ６５０ ６９０ 

４０～４４ ７００ ７４０ 

４５～４９ ７５０ ７９０ 

５０～５４ ８１０ ８５０ 

５５～５９ ８４０ ８８０ 

６０～６４ ８９０ ９３０ 

６５～６９ ９３０ ９７０ 

７０～７４ ９７０ １,０１０ 

７５～８０ １,０２０ １,０６０ 

８１～８６ １,０５０ １,０９０ 

８７～９２ １,１００ １,１４０ 

９３～９８ １,１５０ １,１９０ 

９９～１０４ １,１９０ １,２３０ 

１０５～１１０ １,２４０ １,２８０ 

１１１～１１６ １,２８０ １,３２０ 

１１７～１２２ １,３２０ １,３６０ 

１２３～１２８ １,３６０ １,４００ 

鋼索線の運賃および空港線の加算運賃は、変更いたしません。 
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② 通勤定期旅客運賃（大人１か月）     

                                                     （単位：キロ、円） 

キロ程 現行運賃 
申請上限 

運賃 
キロ程 現行運賃 

申請上限 

運賃 

１ ４,３８０ ５,１００ ３９ ２３,２２０ ２５,２９０ 

２ ５,１２０ ５,９８０ ４０ ２３,４００ ２５,４５０ 

３ ５,８８０ ６,８６０ ４１ ２３,５５０ ２５,６１０ 

４ ６,５７０ ７,７４０ ４２ ２３,６８０ ２５,７７０ 

５ ７,２６０ ８,５１０ ４３ ２３,８００ ２５,９３０ 

６ ７,９５０ ９,２８０ ４４ ２３,９４０ ２６,０９０ 

７ ８,６００ １０,０５０ ４５ ２４,０７０ ２６,２００ 

８ ９,２４０ １０,７１０ ４６ ２４,１９０ ２６,３１０ 

９ ９,８８０ １１,３７０ ４７ ２４,３１０ ２６,４２０ 

１０ １０,５２０ １２,０３０ ４８ ２４,４２０ ２６,５３０ 

１１ １１,１５０ １２,６９０ ４９ ２４,５４０ ２６,６４０ 

１２ １１,７９０ １３,３２０ ５０ ２４,６４０ ２６,７５０ 

１３ １２,４００ １３,９５０ ５１ ２４,７４０ ２６,８６０ 

１４ １２,９８０ １４,５８０ ５２ ２４,８５０ ２６,９７０ 

１５ １３,５７０ １５,２１０ ５３ ２４,９５０ ２７,０８０ 

１６ １４,１００ １５,８４０ ５４ ２５,０７０ ２７,１９０ 

１７ １４,６４０ １６,４７０ ５５ ２５,１８０ ２７,３００ 

１８ １５,１７０ １７,１００ ５６ ２５,２８０ ２７,４１０ 

１９ １５,７１０ １７,７３０ ５７ ２５,３８０ ２７,５２０ 

２０ １６,２４０ １８,２５０ ５８ ２５,４９０ ２７,６３０ 

２１ １６,７６０ １８,７７０ ５９ ２５,６１０ ２７,７４０ 

２２ １７,２４０ １９,２９０ ６０ ２５,７１０ ２７,８５０ 

２３ １７,７２０ １９,８１０ ６１ ２５,８１０ ２７,９６０ 

２４ １８,２１０ ２０,２７０ ６２ ２５,９２０ ２８,０７０ 

２５ １８,６９０ ２０,７３０ ６３ ２６,０２０ ２８,１８０ 

２６ １９,１２０ ２１,１９０ ６４ ２６,１４０ ２８,２９０ 

２７ １９,５５０ ２１,６５０ ６５ ２６,２５０ ２８,４００ 

２８ １９,９６０ ２２,０３０ ６６ ２６,３５０ ２８,５１０ 

２９ ２０,３４０ ２２,４１０ ６７ ２６,４５０ ２８,６２０ 

３０ ２０,７３０ ２２,７９０ ６８ ２６,５５０ ２８,７３０ 

３１ ２１,０９０ ２３,１７０ ６９ ２６,６６０ ２８,８４０ 

３２ ２１,４１０ ２３,４９０ ７０ ２６,７８０ ２８,９５０ 

３３ ２１,７４０ ２３,８１０ ７１～７５ ２６,８８０ ２９,０６０ 

３４ ２２,０５０ ２４,１３０ ７６～８０ ２６,９９０ ２９,１６０ 

３５ ２２,３３０ ２４,３８０ ８１～８５ ２７,０９０ ２９,２６０ 

３６ ２２,５９０ ２４,６３０ ８６～９０ ２７,１９０ ２９,３６０ 

３７ ２２,７９０ ２４,８８０ ９１～９５ ２７,３１０ ２９,４６０ 

３８ ２３,０２０ ２５,１３０ ９６～１００ ２７,４２０ ２９,５６０ 

鋼索線の運賃および空港線の加算運賃は、変更いたしません。  
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 通学定期旅客運賃（大人１か月） 

   （単位：キロ、円） 

キロ程 現行運賃 
申請上限 

運賃 
キロ程 現行運賃 

申請上限 

運賃 

１ １,４６０ １,５５０ ３２ ６,１３０ ６,３３０ 

２ １,８８０ ２,０００ ３３ ６,１５０ ６,３５０ 

３ ２,３１０ ２,４５０ ３４ ６,１７０ ６,３７０ 

４ ２,６９０ ２,８７０ ３５ ６,１９０ ６,３９０ 

５ ３,０８０ ３,２９０ ３６ ６,２１０ ６,４１０ 

６ ３,４００ ３,６４０ ３７ ６,２３０ ６,４３０ 

７ ３,７３０ ３,９９０ ３８ ６,２５０ ６,４５０ 

８ ３,９９０ ４,２５０ ３９ ６,２７０ ６,４７０ 

９ ４,２７０ ４,５１０ ４０ ６,２９０ ６,４９０ 

１０ ４,５２０ ４,７７０ ４１ ６,３３０ ６,５１０ 

１１ ４,７５０ ５,０３０ ４２ ６,３５０ ６,５３０ 

１２ ４,９６０ ５,１９０ ４３ ６,３７０ ６,５５０ 

１３ ５,１１０ ５,３５０ ４４ ６,３９０ ６,５７０ 

１４ ５,２８０ ５,５１０ ４５ ６,４１０ ６,５７０ 

１５ ５,３９０ ５,６４０ ４６～４７ ６,４４０ ６,５９０ 

１６ ５,４９０ ５,７７０ ４８～４９ ６,４６０ ６,６１０ 

１７ ５,５９０ ５,９００ ５０～５１ ６,４８０ ６,６３０ 

１８ ５,６４０ ５,９５０ ５２～５３ ６,５００ ６,６５０ 

１９ ５,７００ ６,０００ ５４～５５ ６,５２０ ６,６７０ 

２０ ５,７５０ ６,０３０ ５６～５７ ６,５４０ ６,６９０ 

２１ ５,８２０ ６,０６０ ５８～５９ ６,５６０ ６,７１０ 

２２ ５,８５０ ６,０９０ ６０～６１ ６,５８０ ６,７３０ 

２３ ５,８８０ ６,１２０ ６２～６３ ６,６００ ６,７５０ 

２４ ５,９１０ ６,１５０ ６４～６５ ６,６２０ ６,７７０ 

２５ ５,９４０ ６,１８０ ６６～７０ ６,６４０ ６,７９０ 

２６ ５,９７０ ６,２１０ ７１～７５ ６,６６０ ６,８１０ 

２７ ６,０００ ６,２３０ ７６～８０ ６,６８０ ６,８２０ 

２８ ６,０３０ ６,２５０ ８１～８５ ６,７００ ６,８３０ 

２９ ６,０７０ ６,２７０ ８６～９０ ６,７２０ ６,８４０ 

３０ ６,０９０ ６,２９０ ９１～９５ ６,７４０ ６,８５０ 

３１ ６,１１０ ６,３１０ ９６～１００ ６,７６０ ６,８６０ 

  鋼索線の運賃および空港線の加算運賃は、変更いたしません。 



運賃改定の申請について

（補足説明資料）

２０２２年１０月２８日

南海電気鉄道株式会社



1
申請概要

■実施予定時期 ２０２３年１０月（予定）

■改定率・増収率 平均改定率１０．０％、平均増収率９．３％

■初乗り運賃 １６０円→１８０円

改定率 割引率

普通運賃 通勤定期 通学定期 合計 通勤定期 通学定期

９.０％ １２.３％ ４.５％ １０.０％ ３７.０％ ８０.２％

１．普通旅客運賃

〇 初乗り運賃(１km～３km)は２０円、４km～１５kmまでは３０円、１６km以降は４０円の改定

〇 難波駅～中百舌鳥駅間に新たに特定運賃を設定

改定率および定期割引率

現行運賃 （改定運賃） 特定運賃

３４０円 （３７０円） ３５０円

※特定運賃については、申請運賃の認可後に届出を行う予定



2
申請概要

２．定期旅客運賃

（１） 通勤定期

〇 普通旅客運賃に合わせて長距離帯の負担軽減を図るとともに、通勤定期の利用の回復が

限定的であることを踏まえて割引率を見直す

〇 普通旅客運賃に合わせて改定するとともに割引率を１．８ポイント引き下げ

（２） 通学定期

〇 普通旅客運賃に合わせて長距離帯の負担軽減を図るとともに、家計への負担に配慮し、

現行割引率による値上げ額の半額程度に値上げ額を抑制

〇 普通旅客運賃に合わせて改定するとともに割引率を１．１ポイント引き上げ

３．その他

以下の運賃・料金は変更しない

・空港線加算運賃 ・りんくうタウン駅～関西空港駅間の特定運賃

・鋼索線運賃 ・特別急行料金、座席指定料金、特別車両料金

・定期特別急行料金、定期座席指定料金



3
設備投資額推移とこれまでの主な取り組み

難波駅大開口ホーム柵
橋梁の異状検知システムを男里川橋梁、高野線
紀ノ川橋梁、南海線紀ノ川橋梁に導入

新世界エリアの玄関口となる
新今宮駅をリニューアル（右上）

2021年度までに56駅62
カ所のトイレをリニューアル

エレベーター（左）やスロープ（右）等による移動経路の段差解消

安全対策、防災対策

バリアフリー化、ストレスフリーな移動環境の整備

車両更新
照明の増設
（左）や駅ホー
ム縁端部着
色（右）による
ホーム上の安
全対策

連続立体交差事業の推進

内方線付き点状ブロック

「心のバリアフリー」の取り組みとして、321名の社員がサービス介助士資格を取得

新型通勤車両8300系を2021年度までに110両導入し、南海線で60両、高野線で50両を運行

複合商業施設「キーノ和歌山」の
開業に先立ち、和歌山市駅の利
便性を向上（上）



4
設備投資額推移とこれまでの主な取り組み

南海アプリ

沿線価値向上等の取り組み

新しい技術の活用・タイムリーな情報提供

世界遺産高野山エリアを「こうや花鉄道」とブランディングし、観光列車「天空」の運行（左）、ケーブルカーの新造（中）、
極楽橋駅のリニューアル（右）等を実施

加太線活性化策として「加太さかな線プロジェクト」を始動、
４編成の「めでたいでんしゃ」の運行や季節ごとのイベント
を実施

南海デジタルきっぷ Visaのタッチ決済 AIさくらさん

列車運行情報はもちろん、生活サポート機能を搭載した「南海アプリ」のリリース、
キャッシュレス化社会を見据えた非接触型の「Visaのタッチ決済」や「南海デジタル
きっぷ」、AIを活用したお客さま案内等の実証実験を実施

請願駅として、2012年
４月に「和歌山大学前
駅」を開業（右）

鉄道需要の創出

インバウンド専用窓口の設置や案内サインの多言語化
等によるインバウンド需要の取り込み

2014年泉北高速鉄道の
南海グループ化（左）

各種企画乗車券の発売等、
関西空港へのスムーズなア
クセスを提供

駅ナンバリングの導入



5
事業環境の変化と輸送人員・運賃収入の推移

自動車道との競合

※当社沿線市町村の生産年齢人口
出典 政府統計の総合窓口(e-Stat)（https://www.e-stat.go.jp/）

輸送人員ピーク時
1983年度
316百万人

運賃収入ピーク時
1996年度
665億円

直近
2021年度
183百万人

直近
2021年度
379億円

コロナ前
2019年度
239百万人

コロナ前
2019年度
551億円

※地理院地図をもとに作成

南海電鉄

国道

高速道路

※鉄道線のみの数値



6
経営合理化、支線・閑散線区の収支改善

主な省力化への取組み

支線のワンマン運転化
高野線汐見橋～岸里玉出間、橋本～極楽橋間（２両編成のみ）、高師浜線、多奈川線、加太線、
和歌山港線（２両編成のみ）の区間においてワンマン化

路線の見直し

【和歌山港線】
２００２年に和歌山港～水軒間を廃止し、２００５年には久保町、築地橋、築港町の各駅を廃止
【貴志川線】
２００６年に和歌山電鐵へ譲渡、事業継承

遠隔システムの導入
インターホンでのお問い合わせ対応や自動改札機等の状態監視を、駅長所在駅から遠隔にて行える
ようシステムを導入

支線・閑散線区の収支改善策

前回運賃改定時
1995年度

直近
2021年度従業員数 約3分の2まで削減

人件費 約99億円削減

・所要員の削減

・希望退職と退職金制度の見直し

・役員・管理職の報酬減額

・組織の統廃合によるスリム化

・係員業務のマルチタスク化



7
収支状況

2022年度に入り、緊急事態宣言等の行動制限は
ないが、第1四半期を2019年度と比較すると、定
期外収入は３割以上、定期収入は約1.5割の減収
が継続しており、同時期の関西大手民鉄※との比
較においても最大の減収率となっている

※関西大手民鉄：南海、阪急、阪神、近鉄、京阪

2020年度 ▲94億円、2021年度 ▲60億円と
2期連続の営業損失を計上

前回運賃改定時
1995年度
614億円

直近
2021年度
477億円

コロナ前
2019年度
513億円



8
設備投資計画と利用者サービス向上策

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

108 102 127 130 129

今後の設備投資計画
（億円）

◆2つの観点から利用者サービスの向上を推進

「南海グループ経営ビジョン2027」
良質で親しまれる交通サービスの提供

「共創140計画」
公共交通事業のサステナブルな経営

①鉄道事業のサステナビリティを高める
安全・安定的な輸送基盤の強化

②社会的要請に応えるサービスの高度化

連続立体交差事業、踏切道の安全性向上、
ホーム上の安全確保、車両防犯対策の強化、
自然災害対策

＜移動ニーズへの対応＞
車両新造・更新、駅施設のバリアフリー対策、
トイレリニューアル
＜沿線価値向上＞
中百舌鳥駅リニューアル、新たな観光特急車両の導入
＜デジタル技術の実装による新しい価値の提供＞
キャッシュレス化推進、自動運転実証実験、
保守業務のデジタル化

社会に必要とされる価値を提供する
ための計画的な投資に必要な
リソースを運賃改定により確保



9

①鉄道事業のサステナビリティを高める安全・安定的な輸送基盤の強化 ＜安全対策＞

連続立体交差事業

車両防犯対策

踏切道の安全性向上

ホームドア設置

難波駅に設置済みの大開口ホーム柵

・２０２４年春頃の運用開始を目指し、中百舌鳥駅４番線
ホームに「ホームドア（大開口ホーム柵）」を設置
・今後、中百舌鳥駅において４番線以外の番線や他駅に
ついても設置を検討

・２０２２年度中に車内防犯カメラの試験を開始、今後導入する
新造車両から順次車両への設置を進める

・これまでの踏切障害物検知装置より踏切道内の車いす、
歩行者、自転車等に対して検知性能を高めることが可能
となる「平面式踏切障害物検知装置」を２０２６年度まで
に計４４踏切道へ導入する等、踏切の安全性を向上

・自治体と協力して高石市内及び堺市内の計画を推進
・踏切事故と交通渋滞を解消するとともに高架下を有効活用し、
“まち”としての賑わい創出を図っていく

高石市内連続立体交差事業

設備投資計画と利用者サービス向上策

平面式踏切障害物検知装置

投資額・・・約34億円 投資額・・・約5億円

投資額・・・約3億円

※投資額はいずれも2022年度～2026年度の合計額 特急車両のデッキ部に設置済みの防犯カメラ
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①鉄道事業のサステナビリティを高める安全・安定的な輸送基盤の強化 ＜災害対策＞

耐震補強工事

２０２１年度に発生した輸送障害
１４件中、１０件の発生原因が自然災害

橋梁洗掘防止対策

危険樹木伐採

・南海トラフ巨大地震などの今後発生が予測される
大規模地震に備えて、駅舎や高架橋柱などの
耐震補強を計画的に実施

危険樹木伐採前 危険樹木伐採後

・橋梁の安全性の向上として、橋梁の洗掘防止対策を推進

・高野線橋本～極楽橋駅間にある沿線樹木に対し、樹木医による
健全度診断を行い、その結果に基づいた樹木伐採等を実施

粉浜駅～住吉大社駅間 高架橋柱耐震補強工事

設備投資計画と利用者サービス向上策

風水害への備え

・防災カルテの作成、気象情報を活用した速やかなリスク評価
・津波ハザードマップの現場従業員への配付
・従業員に対する定期的な防災教育の実施

津波ハザードマップ 津波避難用看板高野線紀ノ川橋梁Ｐ３橋脚

投資額・・・約26億円 投資額・・・約10億円

※投資額はいずれも2022年度～2026年度の合計額
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8300系車両

バリフリ基準を満たした
車いすスペース

・多言語対応の液晶モニタ設置、車いすスペース確保に
よるバリアフリー対応、CO2排出量削減による省エネ対
応等、「人と環境にやさしい車両」への置き換えを加速化

②社会的要請に応えるサービスの高度化 ＜移動ニーズへの対応＞

通勤車両の新造・更新 駅バリアフリー

トイレリニューアル

・ベビーチェアやベビーシートの設置、
大便器の洋式化や温水洗浄便座
への更新により、あらゆるお客さま
にとって使いやすく清潔なトイレへと
リニューアル

美装化完了後の駅トイレ
（岸和田駅）

・移動経路のバリアフリー化
・ホーム嵩上げ工事（段差縮小工事）
・列車とホームの隙間を埋めるくし形ゴムを用いた隙間縮小工事

設備投資計画と利用者サービス向上策

難波駅のホームに設置
しているくし形ゴム

内方線付き点状ブロック

投資額・・・約146億円

※投資額はいずれも2022年度～2026年度の合計額

投資額・・・約9億円

投資額・・・約19億円
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・「選ばれる沿線づくり」をめざした地域共創型のまちづくり
の一環として中百舌鳥駅のリニューアル事業を推進
・２Ｆコンコースの店舗面積を拡大し、駅コンコースの床面・
壁面・天井や駅舎外壁の美装化工事等を実施

②社会的要請に応えるサービスの高度化 ＜沿線価値向上＞

駅リニューアル 新たな観光特急車両の導入

・２０２５年度を目標に新たな観光特急車両の導入を計画、
高野山へのアクセス手段としてだけでなく、「乗車すること」
自体を目的化していただけるサービスの提供を追及

※写真は現在運行している観光列車「天空」

設備投資計画と利用者サービス向上策

※投資額はいずれも2022年度～2026年度の合計額

投資額・・・約12億円 投資額・・・約23億円

中百舌鳥駅美装化後のイメージ （左）東改札口、（右）自由通路

新しい利用サービスの拡充

・２０２３年には、PiTaPa・ICOCAでのご乗車を対象とした
新たなポイントサービスの導入を予定
・特急チケットレスサービスのポイントとminapitaポイントを
相互に交換できるサービスも検討

PiTaPa ICOCA

※「ＩＣＯＣＡ」は西日本旅客鉄道株式会社の登録商標です。
※「ＰｉＴａＰａ」は株式会社スルッとＫＡＮＳＡＩの登録商標です。

ご利用に応じて
minapitaポイントを付与
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・交通系ＩＣカードを持たないお客さまでも、普段お使いの
クレジットカードやＱＲコードを利用した乗車券でご乗車
いただける次世代改札機の設置

②社会的要請に応えるサービスの高度化 ＜デジタル技術の実装による新しい価値の提供＞

キャッシュレス化の推進

自動運転実証実験
・自動化レベルGｏA２．５（前頭運転台に運転士以外
の係員が乗務）による自動運転化を実現させるべく、
２０２３年度には和歌山港線において、試運転車両を
用いた実証実験を予定

保守業務のデジタル化
・設備の状態を常時監視し、タイムリーなメンテナンスを行うこと
で安全性を脅かす事象を未然に防止する「予防保全」を取り入
れた点検保守体制とすることで安全性や効率性を向上
・施設点検において、鉄塔や高架下等の点検業務の高精度化、
災害現場のリアルタイムの映像の配信にドローンを活用

設備投資計画と利用者サービス向上策

※投資額はいずれも2022年度～2026年度の合計額

投資額・・・約7億円

投資額・・・約5億円 投資額・・・約13億円

点検業務に使用するドローン（左）と飛行の様子（右）
※「ＱＲコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。
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公共交通のサステナブルな経営をめざして

共創140計画

南海グループ経営ビジョン2027

南海が描く“2050年の企業像”

沿線エリアを中心に、地域住民・
自治体・企業等、様々なステークホ
ルダーと共創・協働し、「持続的な
企業価値の向上」と「持続可能な
社会の実現」の両立を目指す

良質で親しまれる交通サービスの提供

公共交通事業の
サステナブルな経営

これまで培ってきた安全・安心の運輸
事業の歴史とその責任を、“人と人”、
“まちとまち”、そして“人とまち”をつ
なぐ多様なモビリティ事業への深化で
具現化し、未来につなげていく

サステナブル経営の実現

公共交通事業者としての使命


